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画像読影 (救命処置の確定)

重要疾患の見逃し事故が起こる

読影に5分以上かかる

救命手術

AI補助

CT Scan 救命手術救急搬送・初期処置
患者死亡

既存ワークフロー

患者生存CT Scan

本提案が目指す未来

救急搬送・初期処置

見逃しをなくす

読影を10秒に

目的

救急疾患の中でも最も緊急性の高いものの１つである外傷診療において

救命医が多大なる労力と時間を割いている全身CT診断をAIで補助する「重症度評価装置」を開発した
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概要
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全身CT画像
(dicom形式)

身体部位
識別器

頭部疾患検出器
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腹部疾患検出器

胸部疾患検出器

骨盤部疾患検出器

(対象疾患)

・肋骨骨折

・血気胸

・血管損傷, etc.

(対象疾患)

・骨折

・血腫

・血管損傷, etc.

疾患の
有無

疾患の
有無

全身CTから部位ごとに疾患の有無を評価するAIを開発し、救命現場で使えるソフトウェアへ実装した


